住宅用火災警報器の“お手柄”奏功事例
平成２３年６月、大館市において、アパート火災が発生しました。

この火災によりアパートの１室に煙が充満し、設置されていた住宅用火災警報器が煙を感知して作動したため、部屋の住人はおどろいて避難しました。
避難の際、火事ぶれなどは行わなかったのですが、住宅用火災警報器の警報音を聞いたアパート２階の住人が駆けつけ、消火活動を行いました。また、騒ぎを聞きつけた付近住人が１１９番通報等を行ったため、ケガ人もなく被害を最小限（ぼや）に抑えることができました。

この住宅用火災警報器は、アパートの所有者が１年ほど前に各世帯の寝室に設置したものでした。

この事例は、煙におどろいた住人の代わりに、住宅用火災警報器が火災という非常事態を周囲に知らせ、早期の対応につながり、被害を最小限にとどめた奏功事例です。
住宅用火災警報器はあなたや家族、さらには近所の人を守る大切なパートナーです。万が一に備え、住宅用火災警報器を設置しましょう。
